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後志小中学校長会は、管内１９町村の小中学校長で組

織されており、北後志・山麓・岩宇・南後志の四つの

ブロックから構成されている。本年度は採用４名、転入２名の新しい会員を迎え、小学校

３９名、中学校２４名の計６３名をもって活動している。

４月１０日開催の総会において活動方針や予算を決定するとともに、佐藤寛之会長はじ

め新年度役員を選出し、本年度の執行体制を確立した。

Ⅰ 本年度の活動方針

後志小中学校長会は、現状や課題を深

く認識するとともに学校教育現場の長と

しての使命を自覚し、組織的でスピード

感ある対応を心掛け、関係機関との緊密

な連携を図りながら強いリーダーシップ

を発揮していく。また、保護者や地域社

会の負託と信頼に応えるとともに「一人

一人の校長を支える」を基本に後志教育

の一層の充実・発展に寄与するものであ

る。

１ 活動方針

( )愛情と信頼に基づく活力ある学校経1
営の充実に努める。

(2)｢生きる力｣を育む「社会に開かれた

教育課程」の編成・実施・評価・改

善に努める。

(3)児童生徒理解を深め、時代の変化に

即した生徒指導や個々の教育的ニー

ズに応える特別支援教育の推進に努

める。

(4)会員の共同研究を推進し、研究成果

の交流を図るとともに校長自らの研

鑽に努める。

(5)教職員の一層の資質・能力の総合的

な向上に努める。

(6)教育諸条件を把握し、その改善と整

備・充実に努める。

(7)教職員の処遇の改善に努める。

Ⅱ 活動の重点

１ 平成３０年度 活動の重点

(1)「生きる力」を育む「社会に開かれ

た教育課程」の編成・実施・評価・

改善の推進

(2)教頭・主幹教諭・ミドルリーダー

の育成を目指した研修等の充実

(3)教職員の法令遵守、服務規律の厳

正な保持に向けた管理職研修の推

進

(4)町村教育委員会と校長会との連携

強化

活動の内容２

(1)学校経営の充実
①学校の自主性・自律性の確立と創
意ある教育活動の展開を目指す学
校経営の推進
②法令遵守に基づいた指導と管理の
的確で調和のとれた学校運営の推
進
③職員会議の適正な運営と学校職員
人事評価制度の適切な実施
④自己評価や学校関係者評価等、学
校評価の適切な実施
⑤教育情勢の把握と諸問題への迅速

かつ的確な対応

(2)教育課程の充実

①改訂学習指導要領の理念に基づく

教育課程の編成・実施・評価・改

善

②基礎的・基本的な知識・技能の確

実な習得とその活用による思考力、

判断力、表現力の育成

③自ら課題を見つけ、自ら学び考え

て行動する力を身に付けさせる教

育の実現

④「社会に開かれた教育課程」の実

現に向けた取組

⑤豊かな心と健やかな体を育てる道
徳教育、健康教育、食育等の改善
充実

生徒指導・特別支援教育の充実( )3
①いじめ、不登校等への適切な対応



と組織的な生徒指導体制の充実

②特別支援教育の推進、充実と一人

一人の自己実現を目指す取組の推

進

③学校と家庭、地域社会、関係機関

及び異校種間の連携強化

研究活動の充実( )4
①研究大会の開催

②ブロック研究交流会の開催と研究

成果の交流
③各種研究大会への参加
教職員の資質向上( )5
①教頭・主幹教諭・ミドルリーダー

を含む現職教職員研修の充実と体

系化

②学校管理運営旅費と校内研修促進

費の増額と運用の弾力化及び研修

参加機会の拡充

③教職員の資質・能力の向上と組織

の活性化を目的とした学校職員人

事評価制度の適切な実施

教育諸条件の整備( )6
①質の高い教育活動の実現に向け、

学級編成、教職員定数改善

②校長の人事具申権の尊重と人事異

動実施要領に基づく適正な人事配

置

③特別支援教育推進に伴う人的、物

的な条件整備

教職員の処遇改善( )7
①給与削減の早期回復および校長・

教頭の待遇改善

②教職員の専門性や勤務実態に見合
った給与改善
③義務教育費国庫負担制度及び人材
確保法の堅持
④実効性ある「学校における働き方
改革」の実現に向けた「北海道ア
クションプラン」に基づく取組の
推進

校長会組織の強化と活動の充実( )8
①校長会組織及び活動内容の見直し

と情報交流による連携強化

②各部の積極的な活動の強化

③町村校長会との連携と連帯意識の高

揚

④関係機関・団体・教頭会との連携

Ⅲ 各部の活動方針

１ 経営部

(1)各学校における指導・管理の適正化

を図り、学校運営上の法令・制度の

理解及び諸課題の解明を進めるため

会員相互の研修を深める。

(2)道小・道中校長会との連携を密にし

て、学校運営の充実と活性化を図る

諸事業を推進する。

２ 研修部

後志小中学校長会研究大会及び各ブ( )1
ロック研究交流会の共同研究を推進

し、研究成果の交流に努め、学校経

営の改善と充実を図る。

(2)道小・道中の研究課題と関連させ全

国・全道提言プロジェクトチームと

連携し研究を推進する。

３ 対策部

( )管内各学校における現状を的確に把1
握し、全道的資料と合わせて環流す

ることにより、学校改善の指針を探

るための客観的資料を提供する。

(2)管内各学校の一層の活性化と後継者

育成を目指し、中核を担う人材を対

象に運営上の課題や魅力ある学校づ

くり等の研修を実施する。

４ 情報部

( )後志小中学校長会の活動方針と重点1
を受けて、町村校長会と連携しなが

ら効果的な情報の受発信に努め、会

員の意識の高揚を図る。

Ⅳ 役 員

会 長 佐藤 寛之 (北辰小）

副 会 長 梶野 祐樹 (倶知安小）

副 会 長 橋本 直樹 (留寿都中）

副 会 長 宮本 元仁 (古平中）

副 会 長 中村 寿樹（銀山中）

監 査 島 知章（北陽小）

監 査 廣澤 信弘（蘭越中）

事 務 局 長 齊藤 信之（真狩小）

事務局次長 三浦 卓也（喜茂別小）

事務局次長 籔 智樹（岩内第二中）

会 計 渡邉 均（仁木小)


